
施行令第 2条第 3項

第 3号の 2と の整合を図るため、現行規定では 1日 の冷

凍能力が 3ト ン以上の冷凍機 としているところを、この度

の改正では、不活性のフルオロカーボンを冷媒ガスとする

冷凍機については冷凍能力 5ト ン以上の冷凍機とする旨が

(参考 1)

機械圧縮式冷凍設備と自然循環式冷凍設備を組み合わせた製造設備のイメージ図
(冷凍員1第 5条第5号 ■係 )

アンモニア冷凍設備により、二酸化炭素を冷媒ガスとする

自然循環式冷凍設備の冷媒ガスを冷凍する製造設備の例

蒸発器     凝縮器             冷 却

アンモニア冷凍設備 (容 積式) 二酸化炭素自然循環式冷凍設備    被冷却物

*この組み合わせの製造設備は、アンモニア冷凍設備が運転されない限り、

二酸化炭素自然循環式冷凍設備は冷凍の機能がありません。また、この

製造設備は、アンモニア冷凍設備以上の能力は発揮しませんので、二酸

化炭素自然循環式冷凍設備の冷凍能力を“OⅢ としています。

(参考2)
冷凍保安責任者の選任不要施設の改正イメージ アンモニア冷凍設備関係

1冷凍貝1第 36条第2項第1号 及び司号口「-3係 )

〔従来(改正前)の基準〕

条 件 :被冷却物をブラインによって冷凍する製造設備

新たに規定されました。

|〈経過措置〉   ■■ ‐   ||■■■|‐■■‐■|
この省令は、平成 16年 12月 17日 で施行されましたが

次の経過措置が規定されています。

従って、本改正前に設置された 300ト ン以上の “いわゆ

るユニット型冷凍設備"に準拠した冷凍設備については、

法で規定する “いわゆるユニット型冷凍設備"の対象とは

なりません。

よって、従前どおり、冷凍保安責任者及び同代理者の選

任が必要となります。

(経過措置)

この省令の施行の際現に高圧ガス保安法第 5条第 1項

第 2号の許可を受けている製造施設 (製造設備が可燃性

ガス及び毒性ガス以外のガスを冷媒ガスとするもので、

当該製造設備の 1日 の冷凍能力が 300ト ン以上である

製造施設に限る。)については、この省令による改正後

の冷凍保安規則第 36条第 2項第 1号の規定にかかわら

ず、なお従前の例による。
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二酸化炭素自然循環式冷凍設備

蒸発器

〔改正後の基準〕

条 件 :被冷去口物を二酸化炭素を冷媒ガスとする自然循環式冷凍設備の冷媒
ガスにより冷凍する製造設備

(従来の基準に追加)           .
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自主保安,定期検査
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